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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
キ
ミ
ヲ
オ
モ
ウ
ナ
ミ
ダ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
８
２
８
Ｈ

【
作
者
名
】

　
凛
ｏ

【
あ
ら
す
じ
】

　
中
学
３
年
生
、
長
谷
川
優
里
は
、
正
真
正
銘
、
才
色
兼
備
の
女
の
子
。
そ
ん

な
彼
女
の
淡
い
恋
を
描
き
ま
す
。
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０
＃
登
場
人
物
（
前
書
き
）

作
者
は
ま
だ
学
生
で
す
の
で
、

未
熟
な
と
こ
ろ
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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０
＃
登
場
人
物

君
を
想
う

優
し
く
て
　
哀
し
い

僕
の
涙

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

登
場
人
物
紹
介

長
谷
川
　
優
里
／
３
－
２

成
績
優
秀
・
容
姿
端
麗
、
ま
さ
に
才
色
兼
備
の
女
の
子
。

性
格
も
よ
く
、
男
女
と
も
に
人
気
者
。

軽
音
楽
部
。

南
　
健
斗
／
３
－
５
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容
姿
端
麗
・
ス
ポ
ー
ツ
万
能
。

サ
ッ
カ
ー
部
副
部
長
。

基
本
ク
ー
ル
だ
が
、
ち
ょ
っ
と
抜
け
て
る
と
こ
ろ
も
。

優
里
の
片
思
い
相
手
。

加
藤
　
杏
奈
／
３
－
２

優
里
の
友
達
。

明
る
い
女
の
子
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
部
長
。

直
生
の
こ
と
が
好
き
。

沖
野
　
直
生
／
３
－
２

優
里
と
幼
馴
染
。

バ
ス
ケ
部
。

杏
奈
の
片
思
い
相
手
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

登
場
人
物
は
、

連
載
と
と
も
に
増
え
る
予
定
で
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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１
＃
不
機
嫌
な
朝

「
好
き
な
人
、
誰
？
」

そ
ん
な
朝
一
番
の
メ
ー
ル
で
、
起
こ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

重
た
い
目
を
カ
レ
ン
ダ
ー
の
ほ
う
に
向
け
、
一
息
つ
く
。

４
月
７
日
。
中
学
生
最
後
の
ク
ラ
ス
替
え
の
日
だ
。

「
ま
だ
、
４
時
か
ぁ
．
．
．
。
」
時
計
の
ほ
う
へ
目
を
向
け
、
起
き
あ
が
っ
た
。

例
の
メ
ー
ル
は
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
だ
っ
た
。

ま
た
、
寝
る
気
に
も
な
れ
ず
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
た
が
、

や
が
て
カ
ー
テ
ン
を
開
け
た
。
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

「
優
里
ー
ー
！
！
」

「
…
…
な
ぁ
に
ー
…
？
」

８
時
。
学
校
へ
向
か
う
と
、
友
達
、
加
藤
杏
奈
の
姿
が
目
に
入
っ
た
。

「
な
ん
で
、
そ
ん
な
に
テ
ン
シ
ョ
ン
低
い
の
？
」

「
い
や
ー
、
そ
う
で
も
な
い
よ
。
」

「
あ
ん
た
、
い
つ
も
寝
て
な
さ
そ
う
だ
も
ん
ね
。
」
と
、
杏
奈
が
皮
肉
ま
じ
り

に
笑
っ
た
。

「
そ
れ
で
ね
、
ク
ラ
ス
見
た
ん
だ
け
ど
、
同
じ
だ
っ
た
よ
ー
！
！
　
２
年
連
続

だ
ね
ー
ー
☆
」

「
・
・
・
そ
ぉ
な
の
。
じ
ゃ
ー
、
あ
た
し
も
見
て
来
よ
っ
か
な
…
」

あ
く
び
を
お
さ
え
な
が
ら
歩
き
出
し
た
優
里
を
、
杏
奈
が
追
い
か
け
た
。
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

「
で
、
何
組
？
」

「
２
組
ー
。
　
担
任
は
塚
本
せ
ん
せ
ー
。
」
　
先
に
歩
い
て
い
た
優
里
に
、
追

い
つ
い
た
杏
奈
が
答
え
た
。

ク
ラ
ス
表
の
前
に
は
、
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
た
。

後
ろ
か
ら
覗
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
背
の
高
い
優
里
に
は
楽
に
見
え
た
。

「
あ
、
本
当
だ
。
２
組
だ
ね
。
」

「
他
に
、
誰
が
い
る
？
」
　
優
里
よ
り
背
の
低
い
杏
奈
が
尋
ね
た
。

「
ん
ー
と
、
沙
耶
で
し
ょ
ー
、
奈
々
で
し
ょ
ー
、
川
崎
さ
ん
…
…
」

と
、
優
里
が
女
子
の
名
前
を
あ
げ
て
い
っ
た
。

「
男
子
は
？
」
　

「
男
子
ー
？
　
知
ら
な
い
よ
ー
。
　
自
分
で
見
れ
ば
？
」
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「
だ
っ
て
見
え
な
い
ん
だ
も
ん
。
」

背
伸
び
を
し
な
が
ら
杏
奈
が
言
っ
た
。

「
は
い
は
い
。

　
え
っ
と
、
安
藤
、
竹
内
、
中
井
．
．
．
．
．
と
か
。

　
あ
と
、
直
生
も
。
」

「
！
？
　
嘘
っ
？
！
」

「
よ
か
っ
た
じ
ゃ
ん
。
」
　
と
、
優
里
が
ニ
ヤ
ッ
と
笑
っ
て
答
え
た
。

沖
野
　
直
生
は
、
優
里
が
小
学
校
に
入
る
前
か
ら
仲
の
い
い
男
子
。

い
わ
ゆ
る
幼
馴
染
で
、
杏
奈
が
好
き
な
人
で
も
あ
る
。

「
や
っ
た
ぁ
ー
ー
ー
！
！
！
」
　
　
と
、
杏
奈
が
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
喜

ん
で
い
る
。
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「
無
邪
気
な
奴
め
。
」
と
、
優
里
は
横
目
で
杏
奈
を
見
て
、
笑
っ
た
。

「
優
里
、
う
ち
ら
も
、
い
こ
っ
か
ー
。
」

み
ん
な
が
教
室
に
入
り
は
じ
め
た
の
を
気
に
し
な
が
ら
、
杏
奈
が
言
っ
た
。

「
う
ん
ー
ー
・
・
・
」

優
里
は
ま
だ
、
ク
ラ
ス
表
を
見
つ
め
て
い
た
。
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２
＃
噂

２
人
が
教
室
に
入
る
と
、
も
う
す
で
に
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
て
、

自
由
に
席
に
座
っ
て
、
話
を
し
て
い
た
。

空
い
て
い
る
の
は
、
窓
際
の
後
ろ
の
ほ
う
の
席
。

外
も
見
え
る
し
、
後
ろ
だ
し
、
な
か
な
か
い
い
席
だ
。

「
そ
う
い
え
ば
、
」
　
と
、
鞄
を
机
の
上
に
置
い
た
優
里
が
切
り
だ
し
た
。

「
う
ん
？
」
　
そ
の
前
に
座
っ
た
杏
奈
が
ド
サ
ッ
っ
と
乱
暴
に
鞄
を
置
い
た
。

「
今
日
、
変
な
メ
ー
ル
が
来
た
の
。
」

「
メ
ー
ル
？
」

「
う
ん
。
好
き
な
人
誰
ー
？
っ
て
．
．
．
。

　
知
ら
な
い
ア
ド
レ
ス
か
ら
。
」

「
・
・
・
も
し
か
し
た
ら
、
優
里
の
こ
と
が
好
き
な
人
か
も
ね
。
」
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「
何
そ
れ
。
た
だ
の
チ
ェ
ン
メ
だ
よ
。
」
　
と
、
優
里
は
笑
い
返
し
た
。

新
し
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
。

き
れ
い
に
消
さ
れ
た
黒
板
。

机
の
上
の
落
書
き
。

新
学
期
ら
し
い
な
と
優
里
が
思
っ
て
い
た
、
そ
の
時
―
―

―
―
ガ
ラ
ッ

「
！
！
　
沖
野
　
来
た
．
．
．
。
」
杏
奈
が
『
！
！
』
と
、
反
応
し
た
。

「
あ
、
ほ
ん
と
だ
。
」
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杏
奈
は
、
沖
野
　
直
生
が
教
室
に
入
っ
て
く
る
と
こ
ろ
を
見
つ
め
て
い
る
。

「
杏
奈
、
ほ
ん
と
好
き
だ
ね
。
」
と
、
優
里
が
苦
笑
い
し
な
が
ら
言
っ
た
。

「
う
ん
♪
だ
っ
て
か
っ
こ
い
い
も
ん
。
。
」

「
え
、
理
由
は
そ
れ
だ
け
？
（
笑
」

「
い
や
、
そ
ー
じ
ゃ
な
い
け
ど
―
―
」
と
、
杏
奈
が
反
論
し
よ
う
と
し
た
．
．
．

．「
お
は
よ
。
」

「
あ
、
直
生
。
お
は
よ
。
」

直
生
が
、
優
里
た
ち
の
横
へ
来
て
、
杏
奈
の
言
葉
を
さ
え
ぎ
っ
た
。
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「
悪
い
け
ど
、
隣
い
い
？
　
席
空
い
て
な
く
て
。
」
と
、
直
生
が
優
里
の
隣
の

席
を
見
な
が
ら
言
っ
た
。

空
い
て
い
る
の
は
、
優
里
の
横
の
席
と
、
そ
の
後
ろ
の
席
だ
け
だ
っ
た
。

「
う
ん
、
い
ー
よ
。
」
　
と
、
優
里
は
笑
顔
で
答
え
た
。

横
で
、
見
て
い
た
杏
奈
は
、

「
お
は
よ
っ
！
！
！
」

負
け
じ
と
、
優
里
に
負
け
な
い
笑
顔
で
言
っ
た
。

「
杏
奈
ー
、
優
里
ち
ゃ
ん
、
お
は
よ
ー
。
」

駆
け
寄
っ
て
き
た
の
は
、
綾
。
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
女
の
子
だ
。

「
あ
の
さ
、
転
校
生
く
る
ん
だ
っ
て
。
す
ご
い
噂
に
な
っ
て
る
よ
。
」
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「
え
、
嘘
ー
？
！
」
　

「
う
ち
ら
の
ク
ラ
ス
か
、
１
組
に
。
．
．
．
．
男
子
だ
っ
て
。
」
綾
が
語
尾
に

ハ
ー
ト
を
つ
け
て
言
っ
た
。

「
イ
ケ
メ
ン
？
！
」
　
そ
こ
が
大
事
！
と
、
杏
奈
が
聞
い
た
。

綾
は
、
少
し
た
め
て
・
・
・
・

「
イ
ケ
メ
ン
。
」

と
答
え
、
に
っ
こ
り
笑
っ
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
杏
奈
は
、
も
う
「
一
大
事
」
と
い
う
よ
う
だ
。

「
ど
う
し
よ
ー
、
惚
れ
た
ら
ど
う
し
よ
ー
。
」

「
ち
ょ
っ
と
、
杏
奈
。
直
生
は
？
ど
う
な
ん
の
。
」

あ
き
れ
な
が
ら
、
隣
の
直
生
に
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
優
里
が
尋
ね
た
。
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３
＃
転
校
生

ガ
ラ
ガ
ラ
ッ
―

塚
本
先
生
が
、
教
室
に
入
っ
て
き
て
、

１
番
前
の
席
に
座
っ
て
い
た
男
子
を
指
名
し
、
号
令
を
さ
せ
た
。

「
起
立
　
礼
ー
」

『
お
は
よ
ー
ご
ざ
い
ま
ー
す
』

と
、
ク
ラ
ス
に
声
が
響
き
、
再
び
　
ガ
タ
ガ
タ
ッ
と
席
に
着
い
た
。

「
は
い
、
お
は
よ
ー
。
」

塚
本
先
生
は
、
４
０
代
ぐ
ら
い
の
男
の
先
生
。

ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
な
か
な
か
面
白
い
人
だ
。

「
え
ー
と
、
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ま
ず
で
す
ね
ー
、
転
校
生
が
う
ち
の
ク
ラ
ス
に
来
ま
す
ん
で
、
紹
介
を
」

そ
う
言
っ
て
、
先
生
は
外
へ
で
た
。

そ
の
と
た
ん
、
み
ん
な
が
し
ゃ
べ
り
だ
し
た
。

「
か
っ
こ
い
い
か
な
ぁ
ー
ー
」

と
、
杏
奈
も
例
外
で
は
な
く
、
後
ろ
の
席
の
優
里
の
方
に
振
り
返
っ
た
。

「
何
？
　
加
藤
、
い
き
な
り
転
校
生
狙
う
わ
け
？
」
　
と
、
隣
か
ら
直
生
。

・
・
・
直
生
に
誤
解
さ
れ
て
も
知
ら
な
い
ぞ
・
・
・
。

「
は
い
静
か
に
ー
。
」

先
生
が
、
帰
っ
て
き
た
。
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た
ぶ
ん
、
職
員
室
か
ら
転
校
生
を
連
れ
て
来
た
の
だ
ろ
う
。

「
は
い
、
じ
ゃ
ぁ
入
っ
て
き
て
も
ら
お
う
。
」

皆
、
息
を
止
め
て
、
ド
ア
の
方
へ
神
経
を
集
中
さ
せ
て
い
る
。

ガ
ラ
ッ

沈
黙
の
中
入
っ
て
き
た
、
転
校
生
。

彼
の
横
顔
は
、

皆
が
か
っ
こ
い
い
と
騒
ぐ
の
も
納
得
す
る
ほ
ど
、

整
っ
た
顔
だ
っ
た
。
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「
ね
え
、
優
里
…
」

「
ん
？
」

優
里
に
問
い
か
け
な
が
ら
も
、
杏
奈
の
目
は
転
校
生
を
見
つ
め
て
い
た
。

「
一
目
ぼ
れ
っ
て
．
．
．
．
．
信
じ
る
？
」

「
は
？
」

先
生
は
、
自
己
紹
介
を
　
と
い
う
ふ
う
に
、
促
し
た
。
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「
宮
本
　
凌
っ
て
い
い
ま
す
。
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
ー
す
。
」

「
じ
ゃ
ぁ
、
席
は
、
沖
野
の
後
ろ
。
あ
そ
こ
の
空
い
て
る
と
こ
ろ
。
」

「
．
．
．
は
い
」

教
壇
の
と
こ
ろ
か
ら
、
優
里
た
ち
の
方
の
席
へ
と
歩
い
て
く
る
。

「
や
ば
い
、
や
ば
い
、
近
い
じ
ゃ
ん
！
！
」

と
嬉
し
そ
う
な
杏
奈
の
横
を
、
転
校
生
が
通
り
過
ぎ
た
時
、

優
里
は
、
ふ
と
転
校
生
の
顔
を
見
上
げ
た
。

同
じ
く
彼
も
、
優
里
の
方
を
見
て
い
た
。
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

席
順
が
、
わ
か
り
に
く
い
と
思
う
の
で
．
．
．
．
。

杏
奈
　
誰
か

優
里
　
直
生

空
席
　
転
校
生
　

　
　

　
　
　
　
の
席
順
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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